
令和４年８月



説明内容

①下水道事業・工事について

②手続き・費用について



①下水道事業・工事について



• 試掘調査や詳細設計の内容の説明

下水道事業事前調査等説明会

• 下水道工事着手に伴う説明

下水道工事説明会

• 下水道工事を実施

下水道工事

• 下水道利用に関すること及び受益者負担金の説明

下水道供用開始説明会

• 下水道が利用できるようになります

排水設備工事（個人で実施）

今回は
ここ

H29～R3

R4.8

R5から5年かけて、泉町2
区、3区、清瀧区（赤根川
右岸側）のエリアを工事
します



全体計画整備面積

　　　　　：９１７．５ha

事業着手：平成　８年度

目標年度：令和１２年度

令和３年度末

整備済み面積（黒色）

　　　　　： ７１１．５ha

　　　　　   （約７８％）

公共下水道整備計画図

工事施工済の区域（令和４年４月現在）

令和４年度施工区域

令和５年度以降施工区域

泉町地区
清瀧地区



【年度計画について】
　・1年間の工事期間は
　　10月から12月末ま
　　での約3ケ月間。
　・迂回する道路を確保。
　・仮設給水・ウェルポ
　　イントの施工は10月
　　までに実施。
　・施工状況によって年
　　度計画を見直します。



■令和５年度　施工予定箇所詳細図 １／２ 
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■令和５年度　施工予定箇所詳細図 ２／２ 
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仮設給水について

　過年度の事前調査では、井戸ポンプへの影響は見られませんでしたが、不測
の事態に備え、下水道管工事路線の家屋を対象に仮設給水管を布設します。
※部分的に施工するポンプ圧送の下水道管は浅く埋設するため仮設給水の対象外とします。

Ｐ

井戸
ポンプ

影響なし

下水道管

ポンプ圧送下水道管
※仮設給水無し



仮設給水対象家屋について

①工事路線に接する家屋（ポンプ圧送管は除く）
②工事路線の下水道管から１２ｍ付近に井戸がある家屋

道
路

仮設給水対象例

下
水

道
管

【凡例】

仮設給水
対象家屋

１２ｍ １２ｍ ・年度ごとに工事路線が変わるため、
給水対象となる家屋が変わります。
・対象になるご家庭に、工事着手の前
年度に訪問し、具体的な仮設給水計画
を相談させていただきます。
・基本的に、対象家屋すべてを仮設給
水へ切替ますが、個々の事情をお聞き
して対応します。



仮設給水計画（各戸への給水方法）
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仮設給水管を散水栓等に接続

仮設給水管

隣家

隣家

仮設給水（イメージ図） 仮設給水管接続例

仮設給水の工事費ならびに使用料金について、個人への負担は発生しません。

【仮設給水の設置工事、撤去工事について】
仮設給水の設置工事・撤去工事は、事前に井戸水の
水質検査を行い、水質検査の結果や水量、水圧に問
題がないことを確認したうえで施工します。

バルブ設置



大野城

赤根川

大野市役所

令和５年度　仮設給水計画（仮設水道管設置区域）

有終西小学校

上水道本管から、仮設水
道管を取り出し、町内に
水を供給します。

清瀧地区

泉町３区

上水道本管

R5工事個所

【凡例】

R5仮設区域

R5仮設給水管
（案）

結ステーション

泉町２区



仮設給水計画（布設イメージ）

水路内に布設

引き込み（露出）

路肩に埋設



仮設給水計画（布設イメージ）

流れを阻害しない
場所に布設



仮設給水計画（施工例）

水路内布設露出部配管

水路からの取り出し例 ① 水路からの取り出し例②

流れを阻害しない
場所に布設

三角コーン等で注意喚起





家屋

道
路

◎

設置希望箇所に◎を記入

家屋所有者の住所、
電話番号、氏名を記入、押印

土地所有者の確認

受益者負担金の説明を
受けた確認印


